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三
百
三
や
九

墸
補
浮
世
繪
類
考

　
　
　
　
解
　
　
題

此

書
は
蓋
し
好
事
家
數
人
の
書
を
聚
合

し

て

成

る
毬
の
な
ろ

、
初
め
笹
屋
邦
敏
な
る
毬

の
、浮
世
繪
類
考

の
編
…あ
う
し
を

、寛
政
の
末

に
更
に
自
ら
追
加
し

て
附
録

竃
す
、
是
そ

の

原
撰
な
6
享
和

二
年
に
.
山
東
京
傳
己
れ
に
追
考
を
附
し
、
式

亭

三
馬
叉
こ
れ

に
補
記
を

加
ふ
、
(
或
は
云
、
萄
山

の
書
入
も
あ
6
、
)其
後
、
天
保
四
年
に
、
隱
玉

無

名
論
、
右
の
三
書

を
集
め
て

一
部
{
な
し
、更

に
そ

の
考
を
加

へ
て
、續
浮

世
繪
類
考

{
題
す
、
さ
る
を
弘
化

元
年

に
、齋
藤
月

岑
再
び
補
記
を
撫

へ
て
、
増
補
浮
世
繪
類
考

定
改
題
し

、久
し
く
抄
添
を

以

て
盤

に
行
は
れ
し
が
、震
轉
傳
寫
の
聞

に
前
後
錯
亂

し

て
、其
耽
れ
か
原
撰
、
孰
れ
か
追

加
増
補
た
る
と
を
識
熨
す
べ
か
ら
す
、
故
を
以

て
体
裁

蕪
藤
、
誰

醗
甚
多
し
、
因

て
數
ホ
を

集
め

て
參

互
校
訂
し

、以

て
叢
書
申

に
加
ふ
、
是
よ
う
先

.龍

田

舎
秋
錦
な
る
唱
の
あ
う

、

右
の
數
部
を
合
し

て
改
選
し
、
新
増
補
浮
世
繪
類
考

竃
題
し
、
迸

頃

刊
本
あ
う

て
世
に
行

磨
糠
浮
世
繪
類
考
解
題

一



遡
禰
控
壁
絢
糟
薹
織
魑

ユ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
く

は

る
.英
書
薪
増
す
る
殀
.
も
竃
よ
う
多
け
れ
{
唱
酬
落
す

る
所
毛
赤
芽
か
ら
す
、
斯

て
は

原
著

の
卒

に
湮
沒
に
歸
せ
ん
と
を
患

ひ
、編
者
此
絞
刑
の
擧

あ
る
所
以
な
ろ
、
(
一
種
吾
妻

錦
繪
類
考

{
題
す
る
も

の
あ
ろ

、本
編
{
発
く
同
書
な
う

、後
人
の

妄

う

に
改
題
し
た
る

裾
の
探
ら
ん

)

笹
屋
邦
歡
は
、
其
姓
を
知
ら
す

、俗
総
を
新
七
郎

竃
い
ふ
、府

下

本
銀
町

】
丁
目

に
在

て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
か

縫
箔
を
螢
業
竃
す

、常
に
洋
盤
繪
を

玩
藩
と
を
好
み
、筆

に

信

せ
て
見
聞
す
る
班
を
記
罹

る
竜
の
あ
ろ

、
乃
ち
浮
世
繪
類
考

の
原
著
是
な
う

、其
他
の
事
蹟
不
詳
、

山
東
京
簿
は
岩
瀬
醒
が
戯
作

の
號
な
う

、其
傳
は

本
・書

(牝
尾

政
績

)
に
具
ず
、故
に
此

に

省
く
、

式
亭
三
馬
は

、薈
宮
太
助

が
戯
號

な
ろ
、
名
は
久
徳
字
は
泰
輔
{

い
ふ
、
本
町
庵
遊
戯
堂
洒

落

鷺
輿
帰
の
數
號
あ
み
ノ、
四
日
市
の
小
書
肆

に
て
、
旁
ら
戯
作
を
業
豊
す
、真
作
最
唱
滑
稽

に

長
ず
.
叉
迺
落
本
竜
数
種
あ
ろ
'、
女
畋
五
年
閏
正
月
沒
す
、
年
四
十
八
、
5
の

傳

は
小
説
史

稿

、江
戸
作
者
部
類
等

よ
詳
か
な
ろ

三
百
四
十



三
百
澱
+
一

隱
士
無
名
翳
は
、池
田
義
信
是
な
う

,其
傳

は
本
書
(溪
齋
英
泉

)
に
具
す

齋
藤
月
琴
は
、
名
を
幸
成
號
を
松
濤
軒
.
俗
稱
を
市
左
衛
門

竃
い
藩
、
世
々
神

出
雉
子
黥
の

名
主
な
ム
ノ、維
断

の
後
は
、
ろ
め

申
年
寄

密
な
ろ
、
晩
年

に
は
東
京

府

の
雇
員

た
う

、
性
潔

　

コ
ノ

を
喜
み
て

一
日
に
必
ず
三
浴

す
、
叉
酒
を
嗜
み

て
常

に
杯
酌
を
手
に
せ
う

、最

毬
稗
典
野

乗
を
讀
む
と
を
好
み
纂

述
す
る
所
甚
喪
多
し
、
武
江
年
表
、
聲
曲
類
纂

、東
都
歳
事
記
の
如

き
は
、既

に
上
梓
し

て
世
に
行
は

る
、
叉
江
戸
名
所
圏
會
は
、
其
濯
長
秋
及
父
縣
麿
の
編
述

す
る
所
な
れ
{
、
幸
域
整
理
し

て
刊
行
す
、
其
博
雅
は
他
の
名
所
圖

會

の
遽
く
及
は
ぎ
る

所
な
う
、
明
治
十

～
年
三
日
沒
す
、
歳
七
十
五
、淺
草
法
善
寺
に
葬

る
・

鑚
御
呼
旗
総
懸
考
解
題

蕊
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増
補
浮
世
繪
類
考

　

　

　

　

目

岩
佐

又
兵
衛

菱

川

師

宣

雛

屋

立

圃

野
々
村
治
兵
衛

近

藤

清

春

奥

付

丈

志

懷

　
月

　
堂

蜜

川

房

信

細

田

榮

之

窪

俊

滿

宮

淵

長

春

録大

津

叉

李

英

一
　

蝶

蒔
繪
師
源
三
郎

下
河
邊

拾
水

鳥

居

清

長

茜

村

重

長

磯

　

　
　
江

一
筆

齋
丈
調

湖

龍

　
齋

春

　

　

潮

勝

川

春

章

　

　

　

　

　　　

　

　　　お　

　　
バ

螻
補
浮
世
繪
類
考
巨
鐘

當
世

又
兵
衛

茜

珊

瀦

信

月

岡

丹

下

長
谷
耀

長
春

奥

村

政

信

石

川

豐

信

川

枝

豐

信

柳

　

交

朝

霜

　

　
　
樂

珠

　
雀

齋

小
松
屋

盲
龜

三
百
四
十
三
　

〆

當
世

孚
兵
衛

権

守

　

國

翊

川

珍

重

吉
田

孚
兵
衛

奥

村

利

信

鈴

木

春

信

阿

　
う

　
う

鳥

山

石

燕

戀

州

春

町

歌

舞

妓

堂

勝

川

春

英

五



磨
蛸
浮

鞭
絵
噸
餐
韆
鰻

鳶

…

1繕 耕 東警篝醐
　 英 牝 國 國 　 國　 　 　 　 　 　 　 　 孟 春　 　 　 　 　 　 　 歌

琳 出 馬 芳 長 野 敵 麿 七 獰

駿

州

春

亭

北

尾

重

政

歌

川

豐

春

法
橋
玉
山
蔬

目

春

磽

齋
鬣

翻

歌

川

國

丸

葛

飾

爲

一

魚

屋

牝

溪

溪

齋

英

泉

後 岳 長 歌 竹 法 敵 牝 勝

靨 亭 　 川 原 橋 川 尾 川　 　 　 　 霸
關 豐 政 春覊 春 國

門 。信 齋 安 齋 月 廣 演 扇

春

耀

榮

出

札

尾

・
政

美

歌

川

豐

國

法

橋

中

和

歌

川

国

貨

歌

川

國

直

戴

　
　

斗

柳

川

重

信
睡

泉

守

一

し

蕊
穏
鱈
十
四



欝

.

・鬱

鬱

三
酉
爾
十
五

増
補
浮
饗
鱠
類
考

諸 笹

屋

邦

鍛

原

撰

家

増

補

東
都
第

一
の
名
産
窪
し

て
漉

郷
の
春
、
江
戸
よ
う

鸛
る
に
は
、
江
戸
繪
竃
云

て
必
ず

是
を

求
濯
事
{
な
れ
う
、
世
俗
是
を

へ
教
繪
遍
い
魯
、先

に
山
東
醒
生
翳

目
、
延
寳
天
和
の
比
の

一
枚
繪
逡
い
ふ
物
を
癒

せ
る
入
あ
る

て
、
見
る
に
藪

の
丙

竃
い
ふ
紙

一
枚
ほ
邊
の
大

き
さ

あ
宅

蔭

く
は
婆
繕

に
露

盤
蟇

土
竃

て
ぎ

う
ま
だ
ら
に
睾

9
・大
鑑

{

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

…

繪

の
今
少
・し
不
手
ぎ
は
な
る
物

㌘
・今
、
譲
は
み
な

上
古
の
土
俵
風
に

て
甚
よ
.し
、
書
暑

の

難

名
は
し
る
さ
す
.
莞
《
よ
う
鍬
舞
妓
役
者
遊
女

の
類
ひ
の
姿
を
か
丶
す
、
元
祿

の
は
じ

め
、

下
う
役
者
の
妻
を
か
き
は
じ
む
、
好
望
桷

竃

い
ふ
誌
の
に
て
色
連
れ
う
、
江
戸
眞
砂
子
六

十
帖
に
云
、
元
藤
八
九
年
の
比
、
元
覦
、團
十
郎
鐘
腫

に
扮
す
、
そ

の
容
を

薔
き
刻

て
、漸

に

費

る
價
錢
五
夊

、
是
よ
・り
役
者

一
枚

繪
竃
稱
す

る
毛

の
数
種
を
刻

ず
竃
云
、寳

永
正
徳

の

蠹

罷



壇
補
潭
世
繪
頚
考

八

此
迄
專
ら

に
あ
う
、享

保
の
は
じ
め
、同

朋
欝
和
象
鍵
.灌
躍
鄭
蹙
い
糸
巻
、紅
彩
色
の
繪
を

・

賣
は
じ
む
.
院
を
組

繪
《
云
、夫
よ
6
色
々
に
工
夫
し

て
、
墨
の
上

に
、
に
か
は
を
ぬ
う
、
金

泥
な
ぜ
を
用

ひ
!箋
う
る
し
繪
{
去

て
、
大

に
行
は
る
、寛
麺
の
比
よ
う
・、彩

色
を
板
刻

に
ず

る
事

ガ
ほ

じ
捲

、、
、紅
藍
黄
三
遍
摺
な
ろ
'、明
諏
の
は
し

め
吾
妻
錦
繪
竃

い
ネ

毬
の
出
來

始

♂、
今
に
至
う
釜
./
丶
華
蠡
を
盡

せ
る
、
或
入

玉
寛
文
の
北
は
板
刻
繪
な
し

、
大
津
繪
の

戴
く
鐸

々
の
武
者
繪
を
か
き
靄

に
し

て
う
う
ぬ
、板
刻

に
な
う
む
は

、
麺
寳

の
比
が
は
じ

め
馨
る
♂

し
、し

か
る
や

い
顎
や
を
釦
ら
す
、事
物
壬

戍
冬
十
月

記
重
あ
ろ
、
(
山
東
京
傳

が
蜀
山

人
所
藏
の
浮
世
絵
類
考
校
訂

の
追
考
の
巻
末

に
し

る
、し
で
　送
ろ
し
毬

の
な
ろ
')

板
刻
の
驀
は
.
寛
麺
の
比
よ
ろ
遇
う

て
、
天
保

の

今

に
至
る
迄
八

+
餘
年
の
誌

の
な
う

ぜ

艇
ぼ
ゆ
、
赤
く
摺
込

の
彩
色
繪
多
く
在
し

竃
云
る
、
上
方

に
て
は
今
愁
多
し
、錦
繪

の
精

巧

、
天
明
寛
政

の
此
迄
は
、
京
大
坂

に
て
は
、等
閑

の
誌
の
厭
う
し

し
、
今
は

江
戸
に
唱
勝
れ

て
佳

磐
多
く
な
う

ぬ
、
寛
敵
の
始
め
よ
う
金
銀
銅
粉
雲
羅
入
の
彩
色
摺
を
は
し
め
・し
ょ
う

後
睡

摺
ぎ
ん
出
庫

院
陵

駕

軋

近
比
狂
馨

興
の
摺
物
に
羹
を
彎

匳

三
百
四
十
六



ゆ
三
管
四
十
七

　

に
互

に
ぶ
望
ら

じ
竃
!丶

寫
眞
摺
無
地
金
碧

な
ど
を
製
し
け
れ
ば
、
再
應

是
を
禁

じ
ら
れ

　

喪
う
、
是
よ
う
江
戸
賣
買
の
錦
繪

に
金
摺
う
は
止
み
た
ム
ノ

　
　

按

る
に
、寳
暦
明
和

の
比
は
、
合
切
繪

{
云

て
、
み
よ
し

四

ッ
切
る
の
三
遍
摺

の
繪
あ
ろ

　
　

是
等
の
類
ひ
戎

へ
し
、
ろ

の
後
人
奉
書
招

電
な

う

て
毒
害

ニ
ッ
切

を
大
錦

竃
云
、
今
は

　
　

鼻八
山奉
蠹
早
早
潅
量
目
ハ
不
レ
用
、
ノ
」
ヨ

マ
サ
竃
一蓋
紺紙
を
田
川
ゆ
∵、
A冒
に
そし
き
毬
H取
L↓
紙
を
憎用
ゆ
、

　
　

・伊
豫
奉
書

ニ
ッ
切
を
金
鈴
望
云
ろ
丶
み
よ
し

一
　
ッ
切
を
小
合
錦

竃
云
、
大
錦

一
一
ッ
切
は

　
　

中
綿
、
含
綿

二
胡
は
申
合

蜜
云
、僻
豫
惷
書
堅
固

ソ
切
を
き
め
竃
云
、
其
外
種
々
の
紙
数

　
　

島
国
産

の
紙
を

(國
紙
竃
云
)
用
ひ
で
、様

々
の
唱

へ
あ
う
竃

い
へ
う

　
草
雙
紙
慈
女
犯

の
比
よ
う

、錦
書

の
表
紙
竃
な
う
イ丶
合
巻

《
い
ふ
毬
の
に
な
う
ぬ
、
正
徳

　

享
保
の
比
、赤
本
竃
云
ひ
紙
数
五
敦
位
綴
薫

る
は
、
愚
紙

の
表
紙

な
う
し
を

、赤
く
染
地
る

　

紙

に
な
う

覚
る
、
贔
を
歩
本
望
云
、
夫
よ
ム
・薦
黄
色
の
表
紙

£
な
う
し
を
青

本
蜜
呼

ふ
、其

　

〃後
黄
轟表
紙

竃
な
・・り
・し
タ
㍉竜
嵐擁
'本
望
い
落
馬
一大
明
醤
鯉
㎎
の

比
　昆
{蒻
本

電
て
、・ず
き

が
"
へ
㌃
レ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　

こ
竃
き
色

の
薄
紙
表
紙
を
付
傘
紙
す
う

に
て
袋

入
に
7
1Ψ薫

る
輩
雙
紙
あ
ろ

ε
、是
よ
う
今

　

…
一
　
　
　
　
　
賢

…
…
…
一
雪一
…
　
　
蕁
睾　
　
　

ー
ー
窰…
…
一
蓋…
;
雪　
　
　
ー
ー
…
1
…
ー
ー
ー
ー
…
{一
L

　
増
補
浮
世
絵
類
考



鱒
藏
謬
露
繼
飆
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〆
○

　

　

　

　

　

　

　

　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リド　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

コく
　
　
ミ
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
ま
ロ
　
　

ヘ　
　
　

ヒ　
　
　
　
　
　

く

ロ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
纂　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　

{

　
の
書
表
紙
の
合
卷
を
製
溢
せ
し
懲
の
な
う

、
(今
吉
原
細
見
五
葉

の
松
の
製
本
の
み
に
其
一

体
裁
を
改
め
す
)

　
　
按
る
に
赤
本
と
云
し
は
金
李
壌
竃
云
、紀
逸
が
黄
昏
日
記
に
日
、元
祿
年
間
の
板
な
う
、

　
　
黌

兵
籍

拿

本
の
薯

奮

と
有

・養

ろ
後
鴇

薙

を
譯
磐

レ樊

攀

}

　
　
治
拾
逡
の
鞠
語
な
ろ
、
書
切
雀
花
咲
ぢ

丶
い
の

一
期
榮
し
昔
噛
し
を
惟
ろ
童
蒙

の
弄
び

　
　
竃
な
せ
し
赤
本

竃
は

奪
う
け
ん
.其
後
逮
魂

紙

五
枚

ッ
丶
綴

て
價
を

六
丈
に
賣

る
、
黄

　
　
表
紙

蹙
な
う
し
比
は
、
三
四
遍
摺

の
繪
を
搦

イ丶
表
題

に
張
し

が
、享

和
年
間

に
價
十
丈

　
　

ッ
、
に
な
あ
セ
ム
、
比
比
迄
は
昔
咄
叉

は
目
出
度
作
ら
し
草
雙
紙
な

ろ
し

が
、
京
傳

の

　
　
滑
稽
行
は
れ
て
年
毎
に
奇
を
あ

ら
そ
ひ
、童
蒙
の
目
を
悦

ば
し
め
ん
竃
て
、敵
討
の
塑

　
　
語
塗

筆

・覆

篇
を
繋

む
去

一
年
二
岳

篇
を
次
ぐ
と
に
な
皇

・染
表
紙

}

　

　

の
上

へ
に
錦
繪

を
柵
謬
抜
て
謝張
-り
け

-9
、此

一比
よ
A
ソ
総
-紙

摺
零

な
ム
ノ
、或

は

ス

ン
コ

巴
一調

　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　

　

　
　
　

　
　

　
　

{

　
　
緝
ヒ撫
で
掣

牽

、ろ
輳

薔

総

を
ほ

軋

ま
莚

驫

繪
の
摺
付
蠢

{
な
せ
i

　
　
奮

.(婆

江
見
屋
の
工
饗

膳

蠢

宕

春
雷
鰯な
㌢

、薨

の
は
し
蒙

う
よ

§
百
四
十

八

　

●



)

三
首
鴎
十
鬼

　
是

,(ム
1い
つ
竃

な
く
草
雙
紙

の
名
は
廢
れ
て
、
合
巻

艦
の
み
呼

ひ
来
れ
ろ
、
近
世
は
道

　
中
雌
ハ亠ハ
唱
曲さ
ま
ノ
(
丶
に
工
風
ぞし
て

龜美
を
山巒
し

、一†
代
瓶
λ臼
軌
切
歯
』黶
　の
袋
ま

て
、舘
剛繪
魍摺

　
に
な
ら
ぬ
は
な
、し
、美
麗
を
盡
す

の
限
う
{
い
藩
べ
き
裾

の
な
う
、

　
　
　
　

○
岩
佐
又
兵
衛

(
土
佐
又
兵
衛
　
浮
世
又
兵
衛

と
も
云

)

娃
藤
原
　
荒
木
氏

　
　
　
　
　

越
前
之
産

な
ろ

(
】
説

に
攝
.津
に
佳
竃
あ
ろ
、
擦
有
れ
ば
姑
く
越
前

に
從

　
　
　
　
　

ふ

)

父
は
荒
木
磁
津
守
村
重

{
云
、
織

田
信
長

に
仕

て
軍
功
あ
う
、
騰
貴
し

て
攝
津
を
與

ふ
、
後

公
命

に
育

て
自
殺
す
、
又
兵
衛
聴
十

二
歳
、
乳
母
懐

て
広
瀬
寺
の
子
院

に
隠
れ
、
母
方

の
氏

を
假

て
岩
佐

沒
稱
す
、
成
人
の
後
織

田
信
雄
に
仕
ふ
、
書
圖
を
好
て

一
家
を

な
す
、
能
當
聴

の
風
俗
を
寫
す
を
以

て
、世
人
呼

て
浮
世
又
兵
衛

{
云
、
世
に
η
《李
{
云
は
、
書
所
領
家
に

舞

曹

・(好
百

錬
)
秀
吉
信
長
の
警

し
て
薬

豐

が
齧

の
城
曇

る
・彊

　

林

治
冬
、秀
吉
を
殺
せ
蜜
云
ひ
し

遅
て
、秀
吉
脇
差
を
引
出
物

{
・し
く
是
を
稱
す
、
天
正
元

年

四
月

、信
玄

卒
し
、義
昭
公
信
長

鯊
不
恥
に
域

、將
軍
家
譜
代
の

臣
細
川

藤
高
、
茨
木

の

耀
補
浮
世
繪
類
考

綱

一



耀
禰
浮
世
繪
類
考

一
二

爨飆 鑽纜騰薩;

　夢卒の信原九男は注

十大土月
ご永銭岑
才五光云　
な年弘光

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}

城
主
荒
木
村
重
両
人
、佐
久
間
信
盛
に
寄
ノ、
信
長
に
降
参
す
、岐
阜
の
城
に
て
野
面
の
塒
、

㎝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

信
長
刀
の
切
先
に
饅
頭
ニ
ッ
三
ッ
つ
ら
ぬ
き
、我
芳
志
な
み
{
指
出
し

絡
み
、村
重
大
の

　

ロ
を
あ
き
、切
先
の
饅
頭
を

副
つ
ロ
に
喰
ん
{
す
、信
長

笑
ひ
玉
ひ
、其
後
攝

津
を
與
函
、
へ

(以
上
記
耆

な
婁

也
藤
轟

の
好
喜

鎌
髭

ゆ
・按
差

憂
世
に
い
は
ゆ
る
浮
鱈

繪
の
は
b
蒙

る
べ
し
、昊

鑿
蠣蕋

人
皇
.出
せ
る
な
皇

い
ふ
、(杏
齧

螯

⊥

馨

繪
類
考
)　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
追
考

日
、
按

に

一
蝶

が
四
季

の
書

の
跋
に
、
越
前

の
産
「円
し

る
、し
た

る
を
見
れ
ば
、
越
前

へ

戦
於
蔵

人
芒

毳

ゆ
・名
字
は
知
る
歪

な
か

う
し
に
や
・芒

か
に
し
る
髮

…

義

寛

妄

兵
藜

父
・薬

嚢

守
名
は
村
重
・室

量

郷
(姓
柴

詳
)竃
紅

　
ふ
春
あ
る
、俗
稱
久
藏
、後
に
内
膳
ど
改
め

剛
翕
竃
號
す
、狩
野
松
榮
直
信
元
信
の
長
子

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

　
兄
鯖
雲
宗
信
の
養
子
.門
人
に
て
書
を
よ
く
ず
』

説
に
又
兵
衛
は
じ
め
此
人
を
師
竃
し

一

て
・婁

學
ふ
・後
に
土
蕘

礬

慇

の
鬣

に
傚
て
蒙

を
な
せ
6
・世
晃

行
鉱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}

門
人
竃
云
は
翠

・
な
う
、
塒
代
回
し
一
す

思
云
、然

る
や

い
な
や
を
し
ら
す

(以
上
追
煮

　

　

　

　

　

…
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

三
百
ヨ
十



三
百
五
十
一

　

山
東
京
傳
の
考

)

岩
佐
又
兵
衛
は
姓
鶸
簧
に
崇
詳
零
い
へ
う

、
見
聞

せ
し
處
、繪

は
土
佐
流

の
名
手
な
う
、
騫

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎝

鳥
人
物
訟
ハに
彩
色
筆
繊息
、
覊
粗
妙
・{
云

へ
・し
、』就
中
瀚浮
世
人
鉱物
に
妙
あ
ム
ノ、
土
佐
一統
に
て
浮
世

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

の
人
物
を
さ
し

て
、雜
入

形
雜
人
物
、
浮
世
の
入
物
、或

は
武
者
人
形
大
和
人
物

画
う

竃
の

　

唱
へ
あ

・
土
佐
茜

蒙

塵

云
・
8

年
間
の
λ
ハな
軋

故
套

姑
く
勲

を
塾

う
、
流
浪
し

て
書
を
以

て
渡

世
超
す
、
(
今
云
跡
繪
師
の
如
く
な
る
べ
し

)從

來
名

を
好
ま

ず
業
に
ほ
こ
ら
す
、何
く
れ

電
な
く
入
の
求

る
に
應

じ
て
書
く
逐
い
へ
竃
唱
、妙

手

な
れ

ば
自
毒

に
鳴
転

用
ひ
ら
れ
し
芸

う
・
土
佐
穰

門
の
弟
子
な
れ
冨

て
・倉

至
る

}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
は
か

迄
、又

兵
衛

の
書
は
土
佐
家
よ
6
鑒
定

せ
す
、
極
を
不

出
、
添
手
紙

の

み
な
ろ
、
是
を
折

紙

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

レ

冠
す

、禁
裏
繪
所
預
は
土
佐
流
な
う
、
將
軍
家

に
て
狩
野
氏
の
繪
を
月
給

み
が
如
し

、散
あ

　

う

て
詳
に
し
る
し

が
弛
し
、

又
兵
衛
靄

に
名
田
有

る
物
は
発

て
少
し
、
遊
女

の
書
な
{
に
は
、
墨
肉
に
て
字

体
分

明
な

ら
ぬ
印
有
唱
多
し
、
慥
を
逡
る
牝
づ

き
と
せ
し
の
み
な
る
性
質
、
是

に
て
沈
し

か
な
う
、
當

爾
補
浮
撹
繪
類
考

一
三



　

　
　

　
　

　

嚇
矯
腹
懸
胸
鰭
灘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
踊
四

「

ー

ー
」

,　

　

　

,　

歪…

一

.…
ー
ー

　

.　

一
　

一
　

..

一
　

　

　
ー
ー
」

鱒
　

…
世
の
入
虚
名
ゲ
む

さ
穿

、己

れ

が
糞

に

て
及
糞

費
二
瞬
は
代
筆
に
て
ゑ

を
顯
遵

　
　
　
　
　
　
・し
、唯
花
押
の
立
派
を
第

一
竃
し
で
、我
物
顔
に
ほ
こ
る
愚
昧
の
鰲

に
反
す
る
事
、舵
の
つ

{

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
∴

　
　
　
　
　
　
か
ら
名
人
の
所
爲
、備
は
る
所
の
妙
蓬
云

へ
、し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
。
大
菱

奚

鑿
墜
蘿

毳

《
云
)

、
　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
按
る
に
元
祿
三
年
の
板
東
海
道
分
間
繪
鬪
に
、大
津
、大
谷
邊

俳
書

い
ろ
ノ
＼
あ
う
竃
記

繭

　
　
　
　
　
　
す
・む
か
し
俳
書
を
專
ら
書
き
て
、今
の
如
き
戯
書
は
・其
傍
飛
州
山
中
に
亳
筋
書

云
あ

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
こ
あボ

　
　
　
　
　
　
ろ
、
俗
体

に
く
常
に
は
農
業
木
撫
し
、
人
死
す
れ
は
導

師
{
な
う

、一、
是
を

葬

る
本

霹
は
石

　
　
　
　
　
　

地
藏
或
は
十
三
備
な
ろ

重

本
朝
俗
諺
志

に
見
ゆ
、
予
大
津
書

の

閻
魔
拜
観
音
を
藏
ず
瀞
蹙

　
　
　
　
　
　

"
に
古
書

な
ξ

　
　
　
　
　
　
　

大
津
書
の
筆

の
は
じ
め
は
何
佛
　
　

　
　
は

せ

を

　
　
　
　
　
　

今
竜
俳
書
を
彼
地

に
賣
れ
と
蘿
、大
津
霧
の
書
風

に
あ
ら
す
、常

の
佛

諾
を
板

刻
・し
彩
色

　
　
　
　
　
　

し
た
る
物
な
ろ

、本
朝

丈
鑰
に
日
、浮

世
又
兵
衛
は
大
津
書

の
元
祖

蹙
云
藩
、
此
説
普
く
人

　
　
　

.
　

口
に
は
あ
れ
監

ヤ
こ

か
な
る
葬

柴

套

浄
瑠
璃
に
傾
城
髴

香

(口
口
作
O
q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
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重　
　　
　
　
　　
　
　
　
　
鴇
'

　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　

　

三
男
五
十
二
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一

騨

三
百
五
十
三

年
中

)
巴
云
に
、
土
佐
の
末
弟
浮
世
η
ハ卆
電
飩
ハ竃
云
者
、
大
津
に
猛

て
書
を
か
き
た
る
よ
し

を

つ
く
れ
う

、
是
よ
ム
ノ
し
て
ま
す
ノ
＼
虚
説
を
傳

ふ
、
或
説
に
大
灘

η
A
李
竃
云
者

あ
ろ

て

か
跫
は
し
む
、
享
保

の
姥
迄
、
其
子
孫
あ
あ
し

望
云
、予
大
津

の
古

書

.
奴
の

槍
を
持
賣
る

圖
を
藏
ず
、入
十
八
歳
叉
李
久
吉

電
か
き
て
花
押
あ
あ
、
古
雅

な
る
愁

の
な
う
、
彼
叉
卆
か

子
孫
の
書

か
、貞
享
四
隼
板
好
色
族
日
記
に
、
大
津
、
追
分
や

つ
こ
槍
持

の
勢

び
の
な
き
齧

を
う

る
大
谷
云
々
、槍
持

の
書
落
ネ
る
き
唱

の
望
見
ゆ

、大
漁
書
適
浮
世
繪

に
類
し
、
且
浮

世
η
《
兵
衛

か
と
を
辨

せ
ん
が
爲

に
、
是
を
記
す

　
　
　

○
當
世
又
兵
衛
(
名
を
似

せ
た
る
物

な
る
べ
し

)

　
　
　

○
同
　
宇
兵
衛
(
按
ず
る
に
吉
田
孚
兵
衛

な
る
べ
し

)

元
禄
五
年
板
買
物
調
方
三
舎
集
覽
に
、
京

に
て
當

世
繪

か
く
、
丸
太

町
茜
洞

院
古
又
兵
衛

竃
あ
う
、
是
等

唱
岩
佐
又
兵
衛
が
名
を
似

せ
た
る
物

な

る
バ
、し
、
叉
是

に
な
ら

ば

せ
て
四

條
逋
御
族
所
の
う
し
ろ
半
兵
衛

竃
あ
う
、
是
等

舊

京

の
洋
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轡

師
な
ろ
(
以
上
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世
繪
類
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追
考
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藏
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菱
川
師
宣
(
正
保

の
生
、
正
穂
申
没
す

、
年
七
十
餘

)姓
藤
原
(
一
説
)
日
本
繪

師

　
　
　
　
　
菱
川
民
俗
稱
吉
兵
衛
後
剃
髪
・し

て
友
竹

竃
云
、
安
房
國
卆
群
郡
保
田
町

の
産

　
　
　
　
　
な
ム
1

吉
兵
衛

勅
宣
は
若
年

の
塒
よ
う

江
戸
に
移
居
し

て
、
縫
箔
師
を

業
竃
ず
、後
書
を

口

口

門
に
入

て
學
ひ
後

】
冢
を
な
せ
う
浮
世
繪

に
妙
手

な
う
亦
板
下
書
を
多
く
か
け
う
、
浮
世

板
下
書

の
始
祕
竃
云

へ
し
、
後
剃
髪
し

て
友
竹

竃
云
、
村
松
町

二
丁
目
に
住
す

　
傾
城
遊
女
を
よ
く
寫

せ
う
、彫

刻
の
靄
露
多
し
(
浮
世
絶
類
考
山
東
庵
追
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辮
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室
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弁
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躡

菱
珊
吉
兵
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て
友
竹
蜜

稱
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、初

め
は

縫
箔
を
以

て
業

竃
し

、上
総

竃
云

薄℃
の
よ
あ
書
隅を
量
聞
き
な
ら
ひ
て
、後

学
家
を

な
せ
ム
!、
一英

】
魍
州竃
罅
を

岡

ふ
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竃
い
へ
{

唱

、十
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ば

か
ろ
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立
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世
に
行
は

る
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案
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に
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土
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の
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風
を
好

て
、浮

世
叉
兵

纏
縫
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縁
懸

無
縫
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け
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へ
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專
は
ら
印
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版
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《
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褐

の
を
書
　き
て
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刻
の
繪
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甚
多
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の
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戸
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菱
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系
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鋳
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川

吉

左
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光
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房
州
蔕
群
郡
県
繊
町
佳
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業

縫
箔
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業
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友
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冢
二

房
州
挙
群
郡
俣
田
町
ノ
篋
、
若
年

ノ
時

、
江
戸

一一
移
居

ス
罷
偲
年
中
、
江
戸

瓢
於
テ
沒

ス

享
年
七
十
餘

居
所

ヲ
考

フ
ル
嵩
貞
享

四
年
緩
流
戸
鹿
子

昌
村
松
町

年

歯

、元
祿

二
麓
板
江

戸
躍

鑑
、及
周
五
・

燈
締
浮
世
繪
類
考

一
七

戴_______纛 滋藤磁 、



鸞靈懸醜

・燈
補
浮

世
繪
凝
謬

　
　

～く　
=
男

一

同

一麩

年
板
買
物
調
方
三
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三
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町
横
町
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傅
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丁
目
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、
是
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一

η
闘
…
測
劃

剣
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一

腰　　
　
　
　
佐
次
兵
衛
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始
書
左
衛

門
ト
稱

ス
鹿
子
及
圖
鑑

三
合
集
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等

識
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左
衛

糊

ト
ア
》
矣
師
宣

瓦
同
居
始
蠡
篩
後
紺
屋

ラ
業

ト
ス

響

.殿
驪
耀
卑

梶
極
難
鍔

一説
漏

造
之
亟
、

家
業
紺
屋

彌

右

衛

門

　

餔

實

ノ
窺

厭

、六
代

臠

輔圃
至

リ

テ
継

ス
今

養

子

ヲ
獣

テ
家

ヲ
續

、房

州

俣

田
町

昌
在
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是

七
代

目

ナ
リ

　

女

噌ナ
飽

二
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テ
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ル
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瓢
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縛
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友
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懸
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享
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大
海

馬
臨
三
下
旨
鱗

形
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次
の
あ
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二
冊

(元
隷
四
年
板
)
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の
み
な
か
み

】
滞
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此
の
板
劾
數
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あ
う
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外
天
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貞
享
の
比
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板
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享
四
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の
板

江
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世
繪
強
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目
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緑
十
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国
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萬
藥
記

(名
の
T.・に
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菱
嬲
吉
兵
衛

　
　
大
黏
繪
師
　
岡
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縄
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蠡
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ろ
驚
徳

の
人
)門
人
竃
な
る
、名
は
信
香
、
一
に
安
雄
.
飴
ぬ
多
賀
朝
潮

竃
云
、

　
　
　
　
　

後

に
英

}
蝶

足
改
め
.
一
家
を
な
す

、
著
書

と
毛

に
能
す
、
風
流

の
秀
才
孑
な

　
　
　
　
　

う
.
翠
蓑
翁

竃
號
す

、(
】
に
蓑
翠
蹙
云
は
誤
う

な
う

)
叉
牛
丸

(幼

名
竃
云

　
　
　
　
　

は
罪
な
う

)
睡
雲

(俳
諧

の
名

な
ろ
・曉
雲
堂
竃
裾
云
)
舊

草
堂

】
蜂
闖
入

　
　
　
　
　

(
後
に
門
人

に
ゆ
つ
る
)
離
礁
庵
.
鄰
濤
庵

、北
窓
翁
等
の
數
號
あ

参

傳

に
日
、
一
蝶
は
親

に
孝
な
6
7
"人
望
云
う
、俳

諧
は
芭
蕉
翕
の
門
人
に
し

て
、其
角
風
雪

等

《
友

な
ろ
・、
名

を
曉

雲
和
央

(
囲
に

作
物
應

)
と
云

し
は
、
花
街

に
於

て
呼

・し
名

な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ　
　
　
　は

う

竃
云
参
、
元
蕨
十

一
年
十

二
月
(
八
年
さ
す

る
は
訛
家
ム

)堤
服
跡

一
丁
目
新
道
に
居
住

の
瞬
驛
、故

膚
…て
講
轡
せ
厂
り
る
、
塒
に
払裁
綴
婦
十
七
燦脳
、
謫
屋
褥
に

あ

る

事
・↑
二
」年
、寳
、氷
山ハ
年
九
日
μ

(
靉
年

竃
ず
る
は

露

探
ら

)講
郷

せ
A
ノ
其
後
英
(
一
説
花
廃
廻
す

、
母
の

姓

な
み
重

云
ご

蝶

竃
稱
し
牝
窓
翁
竃
號

す
、享
保
九
年
解
辰
正
月
十
三
日
沒
ず

、行
年
七
十
三
歳
、麻
布

二

本
榎

月
越
宗
承
歡
寺
塔
車
懸
乗
院

に
葬

る

　
　
　
　
　
　
　

蹊

　　　　　　　　　　.　　　
實　
』・　　　響　　　　　　　　　簽　　　　　　　「　　　　　　　　　　　　　　
.　-　　・・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
六
十



6

三
百

六
亠
5
剛

　

こ
ろ
落
あ
う
)

風
雪
撰
其
袋
(元
祿
三
年
板

一
蝶
句
あ
ろ
')

　
花
に
凍
て
あ
は
せ
朋
務
め
盛
か
な

　
朝
寢
し
て
櫻
に
竃
按
れ
四
月
の
雛

高
嵩
谷
藏

　
辭
世
、
ま
ぎ
ら
か
す
洋
盤
の
業
の
色
蓬
ろ
・竜
、
あ
ろ
・電
や
月

の
薄
墨
の
室
　

】
蝶

一
蝶

に
老
母

】
人
あ
う
、剃
髪
し

て
妙
壽

蹙
云
、
】
蝶
八
丈
島
に
配
流

せ
ら
れ
て
後

、
一
蝶

が
友
宗
理

が
家

に
や
し

な
は

る
、
宗
珱
俗
稱
横
谷
次
兵
衛

、櫓
物
町
に
佐
ず
、
正
徳
三
巳
年

三
月
三
十
日
沒
す

.
願
靈
驚
に
離
す
(
以
上
靉
考
藻
考

察
傳
が
認

)

　

一
説

に
臼
、
一
蝶
配
流
一せ
ら
,れ
、
老
母
を
還蚕
ふ
親
簇

な
きし
、
官
舎

へ
此
事
を
願
ひ
、謫
居

　
よ
乃
書
を
賣

る
乏
を
赦
さ
れ

て
、真
贋
を
以

て
母
を

養

藩
、
島

一
蝶
と
云
は
是
家
う

{

　
云
(未
詳

な
ら
す
誤

ろ
な
ら
ん

か
.横
谷
宗
垠

へ
、
講
居

の
圖
を
母
に
見
せ
度
{
逡
う
し

は
私
の
ξ

萱

響

く
へ
蠱

の
実

入
蠱

売

る
愚

へ
は
饗

す
る
乳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
{

曉
　
　
雲

構

{嚢{

写　
一　
`

.、變
纛

疑
霧
嚢

ダ

、蓬

,

う

隙b、

粥
補
浮
世
繪
類
考

　
　
　

　
　
ウ

三
二



三
哲
六
十
二

⊥笑 ⊥哭

蜂

韈
春
簑
遡

門
人
現

嵩

嵩

谷

嬲
纛
翳

一
嵩
溪
宣
儒

蓋

i

英

房

蝶

象
蹇罍

程

『自
暴

睾

舜
垂

雪む
翼
}一

一

承
縫
∵冗
愈
平
生

ル

二
代

欝

竇

子

　

　
き　
　
　
　
か
ハ
モ

,一

一　

麟

二
男

　

瞬

…
∴

…
誤
認
圃ご
貳
翼

一
鑠

ハ
弊八
・叉
幅島

井

制塁
砦

ご

鰯
具

シ
タ

琴
是

ヲ

蜩

　

握

溝

内
ト
盤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瞬
撫
勇

舟

了

一

　
ー
ー
　

　
…
…
　

　

ー
ー
ー
…
∴

　

　
蛾川

　
　
　
　
四
身

八
四
・八
ナ
サ
養
叢
遣
ト
ナ
サ
テ
ρ師
瀞
鉱
ヲ
繼

　
　
　

名
穩
種
、
號

東
憲
翁
、
浴
稱
彌
近
郷
、

　
　
　

明
黐
五
年

正
月
廿
五
鐸
沒

ス
齲
乗
院

昌
葬

ル

門
人
　

　

　

　

　

　

　

　

一
螻
編
年

ノ
門
人

廴

一
　

水

ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー

　

一
,一
　

・
、ー
ー
,、,、ー
ー
ー

輔
設

哺噂
云

輔
蝶

ノ
子

多
賀
長

λ
翩
繕
勝
號

剛
蜂

…
誤
認
圃ご
貳
翼

一
鑠

ハ
弊八
・叉
幅詰

篭
叫ア
田田
生

ス
一赦

二
逢

ト

キ

共

在
犠
癖
』

具

シ
タ

琴
是

ヲ
・島

一
蝶

・・
云

卜
云

ヘ
リ

協層
補
俘
盤
炭
躍
然靉
諾巧

　
　
　
　
　
蕚　
　
　
き
　
　
、羅

,七}

1雀 …1レil

-lil .

承{1
一 　 　 　ミ,

冗
愈
平
生

ル
宣
ず艇
…一刀
年
沒

ス

ご
四

鱒

i

"激 　　「ータ.



三
百
六
十
§

　
　

】
蝶

の
書
、
狩
野
婁
儒
の
門
人
な
れ
蹙
唱
、
狩
野
筑

に
て
是
を
鑒
寇
せ
ず
、骨
董
書
{
い

　
　
や
し
ぬ
て
不
用
臨
書

蹙
な
う
し

ゅ
ゑ
な
ろ
'、
土
佐

の
又
兵
衛

是
に
回
し

　
　
　
　
　
　

レ

或
書

に
日
、元
碌

の
比
、
五
代
將
軍

家
綱
公
(
常
憲
院
殿
竃
申
す
寳

永

六
年
薨
去
)好
色
に

閣
耽
ら

せ
玉
ひ
、吹

上
御
庭

に
て
、
御
遊
興

に
美
を
盡
し

玉
み
、
第

】
の
御

寵

愛
に
て
、
三
の

　
丸

ぶ
傳
め

方
{
申
、
君

の
御
心

に
叶
び
け
る
(
阿
傳

の
方
は
至
極
小

身

の
十
五
俵

一
人
扶

持

黒
鍬
白
須
才
兵
衛

鏤
な
あ
、
后
年
に
至
ろ
御
旗
本
に

昇

進
し

て
、
一
度
朝
散
太
夫
自
須

　
遶
江
守
に
任
せ
ら
れ
た
ろ

)此

ぶ
傳
の
方
小
皺

の
上

手

に
て
、公
御
謠
遊

は
せ
は
御
側

に

　
て

】
調
を
打

つ
、或
琺
は
吹
上
御
∵庭
の
池

に
舟
を
う

か
べ
、
公
綽

さ
・し
玉

へ
は
、
れ
傳

の
方

は
皷
を
し
ら

ベ
イ
、樂

み
玉
ふ
、
是
李
日
の
事
に
て
不

知
人

は

な
し
、
其
此
多
賀
朝
湖

竃
云

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ

書

肺
、
百
人
女
薦

竃
云
繪
を
書

て
、
貴
賤

の
姿
書
を
寫
し
.其
中

に
世

上

專
ら
風
聞

ゆ
ゑ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つげ

舟

中
に
皷
を
打
、
棹
さ
し
謠
玉
ふ
あ
ろ
さ
ま
を

、う

つ
く
し
く
書
た
ム
ノ
、此
事
誰

か
公

に
謁

　
塞
ろ
け
ん

、立
所
に
奉

行
所
よ
る

召
捕
れ

て
入
牢
す
、
罪
の

表

は
朝
潮
御
刷
禁

の
殺
生
を

好
み
、
鳥
を
取
魚
を
釣
け
る
御
咎
に
て
癈
統
御
付
ら

れ

け

る
、朝
潮
願
に
よ
る
配
慮

へ
繪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

り　
　　　　　ほ　　レ

燈
補
浮
世
繪
類
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



べれ溪:其ηの し・一束此

t盈肇小 設出放は蝶 の説　就 設
は 亡蕩彼か野 は

　てに詳 と2「の罪謗實　考 載
に な檢李 をなに

　ふた龍 砂よ生得 砂齊

壇
補
淨
置
繪
類
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
大

貝持
發

劃
劃

鞘

調

理
補

副

云
磊
窶

うけ
」

　

　

　

　

　

　

ニ
　
　
　
ね

儲鹸

鰭

勸羅

鑑
蕪
鞐
幽雅
爨
裏

表
薦

の
繪
は
、誠
心

に
唱

い
み
し
く
出
水
し

竃
思
ひ
し

が

後

に
圖
を
書

改
め
牝
ゐ
、
今
は

十
が
七
八
は
傳
は
ら
す
、英

一
蝶

竃
名
を
畋
て
淺
妻
船

竃
元
繪
を
書
6
、
皷
を
持
、舞
裝
束

の
白
拍
子
船
に
乗
地
る
は

、以
前

の
鬪
を
や
つ
せ
し
毛
の

復

ム

、當
塒
英

一
蜂

な
竃
專

ら

此
鬪
を
書
く
、
】
蝶
淺
草
寺
境
内
に
て
手
帳
繪
を
書
し
塒
毬
、
人
々

是

を
好

み
け

る
巴
か

や淺
妻
舟

の
替

に
云
、
あ
だ
し
あ
だ
波
、
よ

せ
て
は
か

へ
る
浪
、
淺

妻

船

の
あ
さ
か
ら

ぬ
、
嗚

呼
ま
た

の
夜
は
、
誰
に
契
る
を

か
は
せ
て
色
を

、枕
は
つ
か
し
、う
ら
み

が
ち
な
る
わ
が
床

の
山

　

後

水
尾
院
御
製

　
　

今
宵
寢

ぬ
淺
妻
船
の
あ
さ
か
ら
ぬ
、
契
う
を
拠
れ
に
ま
牝
か
は
す
ら
ん

三
穏
六
十
四



脚

継

一二
百
亠ハ
十
五

是
ば
全
文
に
は

あ
ち
ナ

賛

の
趣
異

な
う
、.隆
逹
が
破

れ
す
げ
笠
し
め
緒

の
か
つ
ら
、
永
く
傳
う
有
う
、
是
か
ら
見
れ

ば
、
あ
ふ
み
の
や
、
あ
だ
し
あ
だ
な
み
よ

せ
て
は

か

へ
る
な
み
・、
あ

、
、
ま
沈
の
日
は
、
弛
れ

に
契
う
を
か
は

せ
て
色
を

、枕
は
つ
か
し
そ
れ
竃
て
毬
、
世
の
申
う

ら

み
が
ち
な
る
我
床

の
山

ざ
膚
う
、
世

に
し
る
所
な
ろ
・

此
英

鳳
蝶

が
百
入
女
臈

の
繪
を
竜
ら
し

て
後

、洛
陽

の
西
川
瀦

信

{
云
浮

世
繪
師
、
百
人

女
轡

咢

だ
め
ε
云
好
色
本
を
書
き
け
る
竃
ろ
蠣

牝
窓
爾
退
筆
塚
記

近
代
繪
事
之
巧
、莫
牝
窓
翕
若
焉
、
其
気
象
之
豪
放
、
筆
力
之
遒
勁

、
足
以
追
蹤
於
古
名
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ロ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　
　
ニ　
　
　
　
　
　
　
ゆ

　
　
　
　
　
　
　

ニ

面
新
奇
洒
落
、
其
所
獨
得
者
也

、蓊

姓
多
賀
氏
諱
信
香
、
一
名

朝

潮
、
叉
有
曉
雲
翠
蓑
隣
樵

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

　
　
　
　
　
　
　

ニ

等
之
別
號
、考

目
白
庵
、
諱
某
、
京
師
入
也

、】翕
幼
遊
江
戸

、某
戻
甞
愛
其
穎
悟
、
使

之

學
書

　
　
　
　
　
　

ニ

　
リ

　

　

　

　

　

　ニ

　
の

　

　

ニ

　
　
リ

レ

　
ニ

　
　
　

け

於
牧

心
齋
先
生
、
居
久
之
、
誰
得
真
筆
洪
、
時
又
戯
倣
岩
佐
重
起
菱
摺
師
信
、
術

書

塒
世
風

.

　
　
　
　
　
　
ロ

レ
　

ご

　
　

　

ニ

　

　
　

リ

　
ご

俗
有
春
蠶
吐
絲
雲
行
水
流
之
姿
、
面
翕
之
名
籍

甚
、元
祿
中
坐
事
、
配
流

於
三
宅
島
、
　
　
　
　・

一
ご
　

レ
　

　

　

一
　

　

　

　

　

レ
　

ニ
　

　

一
　

　　

　
因
日
、
】
蝶

は
小
歌

の
作

な
竃
も
多
く
、白
露
賛

の
句

、教
舉

す
べ
か
ら
す
、松

の
葉
(
元

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

}

耀
補
浮
世
総
額
考

一
一
七



簿

耀
瞭
浮
世
繪
類
考

二
八

一
本
に
三
宅
島

遷
あ
り

碌
+
六
年
の
版
行
・小
唄
を
集
要

る
剖

な
う
)し
の
測

定
云
小
唄
竺

蝶
の
剄

　

な
う
、
洞
房
語
園

に
は
、
み
じ
か
夜
の
早
歌
(
】
名

)
か
や
つ
ろ
草
竃
號

て
、是
を
の
せ
た

　

う
、淺
妻
船
の
養

毛
其
此
飾
を
付

て
う
た
ひ
け

る
に
や
、菘

の
葉
(
後
編
を
菘
の
落
葉

巴

　

云
)
の
端
鰍
の
部
に
載

た
う
、寳

永
の
比
、
吉
原

つ
れ

ノ
＼

草

近
云
物

に
、
か
や

つ
ろ
・草

　

の
朝
潮

が
歌

乙
そ
、
叉
あ
は
れ
な
る
事
舵
ほ
か
る
め
れ
云
々
、或

説

に

】
蝶
聲
よ
く

て

　

小
唄
を
う
た
ひ
け
る
よ
し

、老
入
に
な
う

て
愨
紀
國

や
丈
左

衛

門
な
竃
に
付

て
、廓
中

　

に
の
み
暮
・し
た
る
と

な
れ
ば
主
唱
有

べ
し
、
三
谷
何
某

が
癒

す

る
撰
、
一
蝶
八
丈
島
に

　

あ
う

て
、
僻
の
元

へ
謫
居

の
趣
を
こ
ま

か
に
か
き
逡
ろ
越
し

た

る
物
看
ろ
'.
横
谷
宗
規

　

の
家
に
の
こ
ろ
L
唱
の
な
ろ

蜜
ぞ
(
以
上
追
考

説

)

英

】
…蝶
四
季
之
繪
跋

夫
大
和
雷
は
そ
の
か
み
土
佐
刑
部
大
輔
光
信
が
す

さ
み
に
、堂

上

の

う
や
ノ
＼
敷
よ
A
ソ
、

田
家
の
ふ
つ
、
か
な
る
さ
ま
、岩
本
の
允

、
す
ま

ひ
、
や
ろ
水

の
め
い
ぼ
く
、
こ
れ
に
は
じ

ま
う

て
、
末

々
に
塚
が
れ
、予

が
如

き
つ
た
な
き
ま

で
是
を
誌

竃
丶
す
、
折
…頃
越
葡
の
産
岩

三
着
工
ハ
・†
亠ハ
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百
六
ふ
!
七

一
佐
の
某
電
な
ん

い
ふ
唱

の
、
歌
舞
皴
白
拍
子
の
塒
勢
粧

び
を
、
ぶ
の
つ
か
ら
寫
し
え
霍
ろ
'、

世
人
浮
世
文
革

電
あ
喪
名
し
、
久
し
く
世
に

玩
ふ

に
、
叉
菱
川
師
宣

遅

い
み
愨
の
江
府

に

出

て
、
梓
に

み
こ
し
、
こ
ぞ

っ
て
風
流

の
羅
を
よ
ろ

こ
ば
し

む
、
齔
蓮
余

が
學

ふ
竃
乙
う
に

あ
ら
す
"竃
い
へ
蹙
落
、
若

か
あ
ζ
し
塒
識
あ
が
㌘
し
あ
紫
波

の
よ
る
べ
に
ま

よ
ぴ
、
時
雨
朝

が

へ

う

の
ま
ば
ゆ
き
、舊
、
い
竃
は
ぎ
る
診
ろ
ほ

び
、岩
佐
菱
淵

が
上

に
髭
、
ん
と
を

思
ひ
て
、
は

か
な
琴

耄

の
繁

し
ぞ

う
て
ば

つ
か
し
の
森
の
し

け
耋

薯

薯

㌘

・
跳

　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　
　

　
　

　
　

　
　

　

は
に

る

が
申

に
あ
た

う

て
、
諳

居

さ
す
ら

へ
・し
と

千

竃

せ
あ
ま

う

二
十

蹙

せ

に

逝

き
を

、
あ
う

か

弛

き
御

惠

の
、
あ

て
セ

嚢
電

電

の
都

に
歸
る

來

ぬ

、
あ

る
入

む
か

し

の
筆

の
四
時

の
忙

}

は

れ
書

を

、
み
セ

丶
び
予

に
見
す

、
其

此
は

心
ね

く
ま

L
く
眼

す

弊

う

に
、
髪
筋

を
千

筋

に

わ
く

る

む
遅
く

、
さ
・勢
車
セ

ら

ぎ
る
け

ら
し

、・し
か
し

今

の

世
の
有

様

に
く
ら

ぶ
れ

ば

、髮

'

の

つ
警

ゑ
ろ

を

こ
え
す

、
ふ
ろ
袖

大
路

を
す

ら
、す

、
セ
だ

あ

、ま

さ

か
る
田

舎

を

ふ
な

の
委

曲雷
竃
落

忌

浄

へ
か
ら
一ん

、瞥
一星

う

つ
み
ノ
か
は

り

て
、
此

一
審

を

み
'る

ア
7
と
、
憾糊
島

が
レ
～
世
の

む

ま

子

に
逢

へ
る

た

め
・し
に
す

ぎ

て
。
か

つ
よ

ろ

こ
び
を

そ

ふ

る

の

一5

に

て
、
こ
れ

が
セ

壇
締
浮
世
細
頚
考

二
九



壌
浦
浮
世
繪
類
考

三
〇

あ

に
蹟
ず
、
英

同
蝶
書
、
(
緊
蝶
翕

の
"作
、
替
辭
…多
・し
遅

い
へ
£
唱
、
諸
書

に
出
た
れ
ば
爰

に

載
せ
す

)

　
按
る

に
、
多
賀
朝
潮
、
奥
服
町

一
丁
目
新

道

に
任

せ
し

に
、
元

祿
丑
寅

年
十

二
月

、
三
宅

　
島
に
流
さ
る
、
時

に
、歳
靉
十

六
な
ろ
、寳

永
六
丑
年
九
月
御
殻
冤

、
深
川

に
住
す

、
是
謫

…

居
よ
ム
歸
6
て
の
交
な
久

享
保
九
辰
歪

月
士

ご
日
沒
(呈

類
考

)
(深
川
藪
の
迫

　

に

一
蝶
寺

電
云
あ
う
)
　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

嚇

湯
原
氏

記
云
、
元
碌
七
年
四
月

二
日
、
從

桂
昌
院
樣
、
六
月
越
葡
守

駕
御
使
被
遣
之
、
金
扉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ　
　　
　
　　
　　
　
の　
　　
　　
　　
　
　　
　　
　　
　
こ　　
　　
ロ　
　
レ　
レ

風

】
雙

、
古
野
立
田
の
圖
、
多
賀
朝

潮
筆
、
本
願
寺

へ
同

一
雙

、
大
和
耕
作
之
圖

、同
人
筆

、

甎
門

へ
以
上

　
　
　
○
酋
鰯
鮎
信
(
元
巌
よ
ろ
寛

延
ま

で
沒
年
〔
〕臼

)俗
稱
右
京

(初
祐
助

)京
師
の
人

　
　
　
　
　
な
ろ
姓
藤
原
　
酉
州
民
號
自
得
齋
、
一
號
交
華
堂
、
稱
人
魂
繪
師
、
世
に
茜
川

　
　
　
　
　
流

巴
云

京
都

に
佳
、
始
め
狩
野
永
納
門
に
入

て
、
へ法
眼
永
眞
、延
寳

の
頃
安
信
門
人
、縫
殿
助

永
納

Uご
}臼
亠
ハ
上下

槽八
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1の 近箱承 濁表て原
な好世人横 り紙 い注
夢色女 も切'に さ'此
t本 化多多大 金い頃

繼 ・驪 難

字
伯
受
劇

翻

割

邑
翁
塑

副

馬劉
餮

蠶

曇

黶
和
寒

の
比
大
に
世
に
行
は
る
、中
興
刻

本
仕
女
大
和
繪

の
聾

云
へ
し
、
上
梓
す
る
葉

警

備

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ぽ

部
あ
ろ
吉

今
比
類
鑿

妙
婁

う
、浮
世
繪
師
の
名
譽
仰仙
ゑ

き
か
、春
謹

此
人
よ
漁

.

風
俗
盗

ひ
藁

τ

・頁

蓁

曇

よ
高
位
の
鼕

考

、賤
の
い
や
し
霆

、五

其
鑒

風

俗
を
寫
し
衾

-
・、隻

是
を
奉

書

か
費
こ

か
は
弄

せ
ら
れ
し
望
云
、筆

意
骨
法
・狩
墅

佐
の
二
流
を
は
な
れ
す
、怨
毒

法

に
鼕

ひ
し
浮
世
書
師
は
此
人
に

覃

}

覊

欝

欝

獵
鰾
聾

、凱　

蓋
難

儀
翔

難

一

塁
の　
物　

入
葺
珍　

　

近
業

都
に
て
濡

宴

一
毛
、轄

の
毒

價
貴
を

云

　

　

　

　

構

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

嘱　
一

按
に
板
刻
査

蠶

脅

、八
字
黒

に
磊

箏

想

の
頃
、要

し

望
見
ゆ
る
略

}

漏

.稀
浮
世
繪

類
考
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新
類
考

に
守
國

　

け
椎
村

氏

一
議

・

に
名
は
有
擂

ざ

丶　

満
願り

、

原
注
守

の

一
字

「

を
名

の
る
亀
の

、

は
狩
野
家
免
許

嘆
の
弟
子
富

一

の
多
し
、蠹茗
は
記
さ
丶
れ
篭

此
人
覧

ゆ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

成
書
に
日
、茜
川
魴
信
は
浮
世
繪
枕
叢
好
色
本
の
達

人
竃
云
れ
し
、あ
る
年
百

入
女
繭
品

　

蜜

ぷ
大
内
の
隠
し
萋

鑾

菱

好
壁

高

円
い
曇

上
の
羮

の
枕
坐

板
裂

戻

女
矚
の
つ
が
ひ
繪
は
や
ん
妻

婁

の
枕
席
密
通
の
俊

清
涼
殿
の
裏

懸
れ
、梨
子
壷

の
隱
魅し
妻
、萩

の
戸

細

の
別
れ
路

、截

る
の
殿
の
萎

む
か
ひ
な
ん
{
、種

ぐ

へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

玉
簾
の
申
の
隠
し
事
毳

レ

と
、懿

に
慌

て
駿

禦

を
震

行
を
禁
せ
ら
費

・
、
～

斷
け
る
と
、世
の
人
の
窄

・
要

へ

葦

よ
ろ
以
後
迢

空

買
買
を
止
め
玉
ひ
し
を
、
ひ

～

そ

か
に
商

ふ
と

に
は
成

し
、砧
偏
格

一
蝶
が

跡
を
踏

て
、鋤

の
如
く
成
と
を
云
傳

へ
し
と

・

云
々

　
　
　

○
橋
守
國

(享
保
比

の
人
延

享
中
沒
す

)
俗
稱

惣
兵
衛
　
浪
花
の
産
な
A
ソ

姓

　
　
　
　
　
橘

[宿

饕

素
軒
　

　

　

　

　

　

　

　

　

狩
襞

山
の
瞿

衾

鬘

・奮

搭

爨

氏
譜

門
人
大
坂
の
人
弖

後
二

家
の
謹

を
以

垂

に
雷
名
す
、狩
野
梳
の
骨
法
集

は
す
、刻
板
の
畫
に
妙
を
得
芽

・
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
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硝

精
密
奇
巧
、
此
人
よ
ろ
遣
る
、刻

す
清
勝

數
種

、天
保

の
今
.
に
至
る
迄

盛

に
世

に
行
は
る
、

書
書
£
も
に
害
す

、文
學

唱
博
識
の
秀
才

な
ム
ノ、
故
に
世

の
講
師

の
爲

に

廣
く
薔
法
を
儔

へ
漿

呈

し
か
ら
碧

し
め
ん
ξ

稀
男
を
譬

厨
を
工
霧

に
慧

龕

し
て

　

是
を
板
刻

せ
.し
む
、
書

本
の
著
述
古
今

に
比
類
な
・し
、其

名
手
世
に
知

る
處

な
ろ
'、
土
佐
を

始
、
倭
維

の
名
家
多
し

《
い
へ
£
唱
、
其
業
を
己
に
知
る
の
み

、守
國
は
委
く
人
の
爲

に
せ

し
故
に
、
板
刻
需

の
汚
名
を
受
允
ろ
・、
書
道
に
志

さ
し
有
蓮
も
、書
籍

を
見
さ
る
俗
家

の
竜

の
丶
爲
に
は
・簒

謬

譌
儔
を
も
委
し
皐

假

名
に
し
る
し
査

憙

を
得
せ
し
む
、倭
蓬

蓬

の
奥
蓁

驚

韮

に
芒

垂

を
あ
ら
は
籌

職
の
霤

盗

塁
が
爲
』

世
上

に
其
業
の
カ
を
得
る

者

幾
ば
く
な
ら
ん
、皆
既

翕

の
丹
誠
に
依
れ
ろ
、尋
常

の
浮
世

繪
師

に
列
す

る
入
に
は
あ
ら
す
{
い

へ
電
慈
、
板

刻

の
書

に
名
を

得
乾
れ
は
、姑
く
爰
に

暴
く
門
人
多
し

　

門
人

に
國
雄
蛟
天
齋

　
俗
稱
酢
屋
李
十
郎
あ
ろ
'此
人
名
を
好
ま
ぎ
る
が
故

に
、
世
に
し

　

ら
れ
す
生
涯
を
園

窮
し

て
終

れ
ム
ノ落

款
し

て
世

に
撮

せ
る
書

誌
な
け
れ
は

人
真
名
を

嬶
補
浮
慣
繪
類
考

三
三



瑠
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浮
世
繪
類
考

三
四

ゑ
ら
す
寨

か
・
る
類
覆

世
に
傳
蟇

蠧

の
多
か
る
べ
し
、世
人
ぞ

は
目
乱

騰
み
耳
を
貴
べ
る
と
歎
か
は
し
き
窶

ら
す
や

・
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毛
詩
圖
譜

(蛟
天
齋
國
雄
需
)
刻
本
世
に
行
れ
沈
ろ
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諸
藩
本
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

　

　

　
　
繪
本
逋
寳
志
,　

繪
本
直
指
寳
　
　
同
寫
寳
袋
　
　
同
鶯
宿
梅
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

　
　

同
故
密
談
　
　
同
唐
土
訓
蒙
鬪
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へ

　
　
　
○
雛
屋
立
隧

(立
圃
の
傳
諸
書
に
載
(
人
の
知
る
所
な
れ
巴
爰
に
出
す
)野
々
口

　

　
　
　
　
　
氏

覊

屋

舞

崖

蕎

(磊

人
)
碆

親
重
扇
暦
の
頃
ゑ

　
　
　
　
　
人
・寛
文
申
蔑
す
年
七
十
一
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立
圃
茎

.毳
を
寵
し
俳
諧
に
名
爵

、風

流
の

寄

人
三

更

し
毳

は
磋

民
の
門
に

…、

入
セ
ろ
醒
世
翕
日
、奪
息

笹

繪
を
書
た
う
、醫
師
中
川
暮
雲
作
の
草
雙
紙
の
さ
し
ゑ
、条

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

直

立
圃
な
る
、許
六
靂

代
滑

稽
簿
に
雛

屋
立

圃
は
書
を
よ
手

曲尺
著

い
ふ
名
所

…

記
、
自
書
∵な
ろ
云
々
、上
ろ
・竹
齋
の
書
誌
立
圃

な
ろ
・
(
類
老
.泊
廻
者
)
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}

　
　
　

層

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
百
七
†
ご



叢
百

七
十

陀

噺
纐
鬘
麟

一
　
埼
玉
郡
川

口
村

　

¢
人
に
て
俗
鰌
…

　

を
太
田
麟
五
郎

・葡
恥難

一

割
轍
網
棚
鞭
脚
継

馴

四七

す

円
い
へ
蓮
も

、多
く
は
此
人

の
書
な
ろ
'、
(以
上
追
考

㌧

　

.
人
倫

訓
蒙
圖
彙

(源

三
郎
蠡

)

　
　
　

○
月
岡
丹
下

(
天
明

六
年

の
頃
沒
、年
七
十
七
歳

)
俗
稱
[
覊
L
(
浪
花
人
な
ろ

、江

　
　
　
　
　

州

の
産

)
名
は
昌
信
　
號
雪
鼎
　

】
號
信
蓉
翕

高
田
散
荷
門
人
、
大
坂
の
暮

靄
の
名
入
な
ろ

、夊
印
本

の
書
本
多
し
、
牧
舉
に
遑

あ
ら
す

、

　
按

る
に
、
丹
下
彩
色
の
暮
靄
大
卷
物
を
見
セ
う
し

が
妙
手
な
ム
ノ

　
　
　

○
翊
川
珍
重

(享
保
中
江
戸
人

)
沖
信
　
　
藤
永

(髄門
人
か
刎
川
定
有
ろ

)

谷
申
感
應
寺
の
天
井
、
龍

竃
天
人
は
、
翊
川

藤
永
慮
雷
名
あ
ム
/珍
重

門
人
か
享
保
の
比
の

浮
世
繪
師
な
ム
ノ、芝
居
繪
本
吉
原
細
見

記
の
さ
し
ゑ
、赤

本
の
繪
等
多
く
か
け
う
(以
上
類

考
追
考

)

三
曇

餮

門
人
翕

川
和
元
あ
へ

附
録
一四
、餮

は
曲
蓊

君

父
の
よ
し

　

　

増
補
浮
鞭
繪
類
考

三
五

毒



「一

壇
補
浮
世
繪
類
考

三
六

　
　
　
○
野
々
村
治
兵
衛

(刻
板
の
繪
本
世
に
多
・し
)

　
　
　
○
下
河
邊
拾
水

(天
明
の
頃
の
人
)
俗
稱
[
[
×
京
師
人
な
る
)

此
人
狩
野
家
の
書
風
を

學
ひ
て
近
世
の
上
手
な
う
、板
刻

の
書
本
多
し
、鮪
信

守
國
が
刻

本
の
筆
意
に
似
だ
ろ
'{
い
へ
竃
も
、大
同
小
異
あ
ろ
・

　
　
増
補
頭
書
訓
蒙
圖
彙
十
冊
　
繪
本
や
し
な
ひ
艸

(
天
明
四
年
板
洛
西
雙
立
書
、書
下

　
　
河
邊
拾
水
子
{
あ
ろ
)
繪
本
を
し

へ
艸

其
他
多
し
、書
名
を
わ
す
れ
た
ム
ノ、追
て
書
加
渉
べ
し

　
　
　
○
長
谷
川
長
春

(天
和
貞
享
の
頃
の
入
)
俗
稱
[
　　]
(京
師
の
人
)

京
師
の
浮
世
講
師
な
う
、好
色
旅
日
記
に
今
の
長
谷
川
吉
田
が
筆
に
ぢ
な
る
ま
い
{
書
紀

る
は
、此
人
の
事
か
、同
時

大
坂
に
長

谷
川

典
之
丞
竃

云
あ
ろ
、是
は
雪
舟
の
末
孫
艦
云

(以
上
類
考
逅
考

)

　
　
　
○
吉
田
宇
兵
衛
(貞
享
中
の
人
)

俗
稱
口
[]
　
(京
師
の
人
な
る
か
　
號
姓
氏
共

　
　
　
　
　

(未
詳
)

三
鳶
七
十
四
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一

{

三
百
七
十
五

無
色
軒
が
序
云
、
い
は

で
の
山
の
岩

つ
、
じ
、
云
ね
懸
色

に
通
う
も
の
は
、
吉
彌
結
農
の
長

き
契
ろ
を
か
は
》し
、
あ
る
は
す
げ
が
さ
の
深
嚢
思
ひ
を
・し
の
す

丶
き
、
ほ
に
出

て
よ

る
も
、

吉
　
　申

よ
し

な
か
染

の
ろ
め
讒
す

竃
あ
れ
ば
、
師
豊
岡
塒
の
入
歟
《
れ
唱

は
る

,長

谷
川
長
春

岡

塒

の
浮
世
繪
師
な
る
べ
し
、
好
色
族
日
記
に
長
谷
想

勗

竃
か
き
し
を

、見
れ

バ
、
其
此
遠

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
}

行
の
人
定
紀
愁
は
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
飾

　
　
好
色
訓
蒙
圖
彙
(貞
享
三
年
の
板
、壷画
師
吉
田
孚
兵
衛
{
看
ろ
)

其
後
江
戸
に
て
薄
板
せ
し
は
師
宣
の
書
な
う
、其
後
板

刻
せ
・し
は
鮪

備
な
る
、是
を
貞
享

訓
蒙
円
い
へ
う
、次
篇
に
委
し
く
記
す
、書
名
は
数
度
見
弛
れ
重
唱
、外
題
を
失
す

　
　
　
○
近
藤
清
春
(正
徳
享
保
の
比
の
人
探
ろ

)俗
稱
助
五
郎
江
戸
産
な
ム

近
藤
助
五
郎
清
春
蜜
書
名
を
記
し
、金
卆
本
赤
本
に
多
く
有
る

　
三
馬
按
る
に
、清
春
は
吉
原
細
見
記
、弁
芝
居
狂
吉
本
等
に
、自
筆
書
に
て
あ
ま
た
開
極

　

せ
ろ
、委
く
別
に
記
す

　
　
　
○
鳥
居
清
長
(寳
暦
よ
ら
見
ゑ
文
化
年
中
沒
ず
行
年
[
獵

)
俗
稱
古
兵
循
、
】
説

熔
補
浮
世
繪
類
考

二
七



矯
塒唐
津
世
繪
顧
考

「

三
入

伽　

　

　

罵竃馬淵一瓶　 騰 … ドー 一 一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

輌

　
　
　
　
　

新
助
、鬮
氏
(江
戸
の
産
な
ム
ノ、本
材
木
町

回
丁
目
に
住
す
)　
　
　
　
　
　
　

輔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

塑

鳥
居
衷

衛
清
長
は
鳥
居
三
代
目
満
満
の
門
人
に
蓬

世
の
名
会

6
、江
戸
錦
繪
の
祗

顛

　

豊
云

へ
・し
、弘
和
菱
「川
の
塾ζ
き
出
口
童
画
の
風
俗

な
-り
・し
が
、中
比
よ
ム
弟
壷
風
を

堂
廊
か

へ
て

圃
家
・

　
を

な
せ
る
、
廓
清
滿
の
實
子
、
靄
を
學
ば
ぎ

れ
は
、姑

く
相

緩
し

て
芝
居

看
板

書
を

か
け

う
、
彩
色
摺
藩
本
浮

世
美
人
錦
繪
世
に
行
れ

で
夥
敷
彫
刻
し
、
枚
舉
ず
る
に
遑
あ
ら
す

、其

　

一
一
一を
爰

に
議
す
、鳥
居
相
續
第

酬
の
妙
手
な

る
べ
・し

　　
　

繪
本
物
見

が
岡
三
冊
　
　
繪
本

日
」艱

　
委
く
は
世
人
の
知
る
處
な
れ
は
略
す
'

農

民
　

　

鸚
贓戸講
薙

酵
纏
難
籔

灘
億
曙
欝
葉

多

　

〃

　
　
　
元
祓
清
賃
腐

、μ
薩
薪

一

　

　

　

　

　
・
　

　

　

　

　

瀞

　
住
吉
　
難
波
町

元
祿
享
保
比
ノ
人

冖
二
代

目

…
清

惚

男

厂
清
倍

俗
禰

　
口
口

信
・屡
　
口
口
　
　
　
　
　
　
㎝

　

　

　

　

　

　

　

　

　
「

…
一
1

清
信

門
人
　

　

　
小
網
町

　
　
「
婆

　

鞴
鑾
韃
黌
の

　
　

;
清
忠
　

　
継
講
馴
舶
譌
飾
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一岬一 言「帽

…
州

　

　

　

一

　

…

　

い
　 　 一　　冖　　　ヨ　～　　幅　　　　」　.　出職　 　　一亠　　～一曹一　靹

三

代
目

r
清
滿

俗
稱
孚
二

艦万
町

三

t疎
漏線
.師

一
四
代

目

汗
清
長

俗
総
新
助

　
ん

清
經
勝
闘

近
頃
錦
繕
鰐
色
ノ
名
手
也

　 綿隅一

へ「
清
滿
實
子
轢

鵜

殿
禦

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

1

…
五
代

目

「
鼕

驫

黻

伽
髏

款
鬱

政
・
,

　

溝
長
門
人

、～

一

浩

勝

　
　

-
清
次

　
　

-
清

久

　
　

…
清
定

　
　

一
清
廣

　
　

i
清
塒

　
　

1
清
政

　
　

一

清
之

　
　

一
清
元

高
砂
剛

同小
松
町

花
房
町

清
長
は
江
戸
書

の
組
と
い
藩

へ
し
、
初
菱
川
の
昔
書
風
俗

な
ろ
し
が
中
頃

よ
ら
書
風
を

書
か

へ
.し
な
う
、其
後
さ
ま
ノ
丶

に
變

化
せ
し
か
竃
猷
)
、江
戸
歌
舞
妓

の
童
画
看
板
は

、今

猶
鳥
居
風

に
書
く
と

な
ろ
、満
満
清
信
清
經

電
略
に

一
枚
繪
草
紙
を
か
け
あ

　　　　　　　　　　　　　　 藝纛i疆　　　　　　　　　　　　 輔　　　　　　　　　　　　田麺璽　　　　　　　 繭藾　　　　 一.顴,藪　　 畷瀬瀬繭　
　 　 、一、一

塘
輛
浮
世
糖
類
考

三
九

O
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瑪
嶺
浮
世
繪
類
考

四
〇

三
代
目
満
満
の
貿
手
は
浮
世
需
を

か
丶
す
、縫
箔
屋
を
業
冠

し

て
禰
泉
町
に
住
す
、
仍

之
姑
く
看
板
重
岡を
絹
綾

せ
う
、具
縫
箔
屋

の
男

あ
ろ
清
長

門
人

{
な
る
喬
を

學

ひ
、
清

峰

{
名

の
る
今

二
代
日
清
滿
ビ
改
め
で
、三
芝
居
番
附
着
板
を
齧
く
、
是
則
三
代
目
清
滿

が
爲

に
は
實
孫

な
ろ

清
峯
は
文
化
の
始
よ
う
文
政
の
始
め
迄
凡
八
九
年

の
問

、錦
繪

草
雙
紙
(
合
卷
竃

い
ぶ

繪
表
紙

の
三
十
丁
も

の
文
化
三
四
年

比
よ
う
專
ら
流
行
す

)
の
類
浮
世
薬
入
繪
等
多
く

板
刻
し
て
世
に
知
る
麗
な
う

、歌
川
豐
國

の
書
風
に
倣

へ
ろ
・、
清
長

物
故
し

て
よ
る

芝

居
の
看
板
番
附
帯
を
受
繼

て
満
満
竃
改
む
、
板
下
書
は
委
く
止
た
う

鳥
居
流

の
繪
は
江
戸
大
芝
居
看
板
番
附
を
書
き

て

一
派
を
な
せ
う
、
今
猶
書
風
を

改
め

す

、古
き
草
雙
紙
等
狂
言
を
寫
し
、
詞
書
を
加

へ
し
は
鳥
居
流

の
繪
な
う
、
俗

に
鳥
居
瓢

龍 艶

躄

呉

て
、襲

の
手
足
ひ
よ
裏

ん
の
聖

に
華

は
亮

覦
清
信
鎗

考

行
繭

れ
た
る
唱
の
な
る
べ
し
、芝
居
看
板
に
は
凄

く

古
賢
あ
る
事
な
る

{
ぞ
、追
て
塁

記
に
委
し
く
馨

ん
写

・
　

　

　

　

　

　

　

　

㎜

三
百
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十

八



へ　

三
百
七
十
九

　
　
暄
づ
き
、附
録
の
異
同
を
正
さ
す

　
　
　
○
奥
村
政
信
(享
保

の
頃

)
俗
稱
本
屋
奥
村
源
六
(
江
戸
通
鹽

町
に
住
す
、
一
本

に

　
　
　
　
涌
町
書
肆
な
6
)
號

交
角

(
か
や
ま
繪

師
{
か
た
が
き
あ
ろ

)芳

日
堂
　
丹
鳥

一

　
　
　
　
齋

交
角
政
信
は
自
ら
日
本
繪
師

{
か
け
う
、
朱
に

て
瓢
箪
の
印
を
用
ゆ
、
漆
靄

に
竜
多
し
、
鍾

〉

馗
の
婁

能
か
摯

眼
に
金
箔
書

け
へ

俗
瘁

絃
楽

て
名
翼

外
牧
狩
の
闘
籃

鷲

髭

の
系
慶

類
糞

附
彎

大
同
小
異
あ
匙

姑
く
三
翳

の
意
に
」

.

我
+
糞

羹

奥
深
く
み
ゆ
　

羨

行
に
せ
し
姿

比
は
大
に
攀

　

紅
書
の
始
め
な
ろ
、淺
草
に
出
し
志
道
軒
の
客
を
書
一
に
妙
な
凄

芸

へ
ろ

　

　

}

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

繭

　
　
　
○
奥
村
利
信
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㎝.

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一

　
　
　

〇
奥
村
文
志
政
房
(
一
枚
繪
の
草
雙
紙
に
多
く
あ
る
)　
　

.

璽　
　
　
　
　
　

～

　
　
　

○
西
村
重
長
(享
保
の
頃
か
)

俗
稱
口
口
(住
居
逋
油
町
)　
　
　
　
　
　
　
　

瀬

　
　
　

○
石
川
豐
信
(寳
暦
頃
の
人
)俗
稱
粧
屋
七
兵
衛
(族
人
宿

小
傳
馬
町

住
す
)西
村
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鬘

増
補
浮
世
糖
類
考
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
一
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～触知

、鹽

信
は
、石
川
雅

鑿

の
父
な
め
號

を
秀

葩
ざ
い
ふ

天
明
叢
年
沒
ず

簿
鱒
浮
世
繪
類
嗜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　四
二
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一

1

一

　

　

　
　
…

　
　
　
　
　

重
長
門
人
家
う

　
　
ち　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

.　
　
　

…
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